
　
 閉
会
中
の
委
員
会
調
査
 

　
　
　
　
平
成
21
年
5
月
28
日
 

1
　
湯
沢
町
ス
キ
ー
場
振
興
協

議
会
と
の
意
見
交
換
会
 

　
冬
季
産
業
の
入
り
込
み
状
況

は
大
変
厳
し
い
。
平
成
13
年
度

対
比
52
・
8
％
、対
前
年
比
91
・

04
％
の
落
ち
込
み
と
、現
在
各
事

業
所
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
報

告
を
受
け
、現
状
と
今
後
に
つ
い

て
懇
談
し
ま
し
た
。
 

①
　
E
T
C
効
果
を
期
待
し
た

が
、多
く
の
ス
キ
ー
場
は
期
間

に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
春
ス

キ
ー
に
つ
い
て
も
効
果
は
あ
ま

り
な
か
っ
た
。
特
に
平
日
が
悪

い
。
 

　
遠
距
離
の
志
賀
な
ど
は
120
か

ら
130
％
と
効
果
が
出
て
い
た
。
 

　
駐
車
場
の
無
料
化
を
し
た
が

収
入
減
に
よ
る
影
響
が
あ
る
。
 

②
　
ス
キ
ー
場
が
町
か
ら
借
り

て
い
る
土
地
の
借
地
料
を
減

額
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
 

　
あ
っ
た
が
議
会
と
し
て
は
請
願
 

　
を
採
択
し
た
。
 

　
他
の
借
地
料
と
の
関
係
で
難

し
い
問
題
が
あ
る
。
 

③
　
湯
沢
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

際
し
、改
札
正
面
に
ス
キ
ー
場

の
案
内
看
板
の
設
置
を
要
望

し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
 

④
　
暫
定
2
年
間
の
高
速
料
金

の
土
、日
曜
日
１
０
０
０
円
に
 

　
つ
い
て
継
続
で
き
る
よ
う
に
議
 

　
会
と
し
て
も
活
動
し
て
い
く
。
 

⑤
　
燃
料
の
軽
油
税
の
減
免
措

置
の
延
長
に
つ
い
て
。
3
年
後

に
廃
止
さ
れ
る
。
国
に
措
置
の

制
度
見
直
し
の
要
望
を
し
て

い
く
。
 

⑥
　
観
光
協
会
の
補
助
金
の
増

額
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

町
の
財
政
が
厳
し
い
状
況
に

あ
る
た
め
難
し
い
。
 

　
ス
キ
ー
場
経
営
が
厳
し
い
状

況
に
あ
る
が
料
金
体
系
や
、リ
フ

ト
券
の
共
通
化
な
ど
斬
新
な
取

り
組
み
で
業
界
が
競
争
、
協
力
 

し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
 

 　
 開
会
中
の
委
員
会
審
査
 

　
　
　
　
平
成
21
年
6
月
10
日
 

●
議
案
第
43
号
 

　
湯
沢
町
駐
車
場
条
例
の
全
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
 

■
審
査
の
結
果
 

「
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
」
 

　
条
例
が
制
定
さ
れ
て
40
年
以

　
 開
会
中
の
委
員
会
審
査
 

　
　
　
　
平
成
21
年
6
月
10
日
 

●
議
案
第
42
号
 

　
湯
沢
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
 

制
定
に
つ
い
て
 

■
審
査
の
結
果
 

「
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ
き
も
 

の
と
決
定
」 

　
大
き
な
制
度
改
正
は
無
か
っ

た
が
、
昨
年
と
同
率
で
課
税
す

る
と
、
医
療
一
般
で
４
９
１
７
万
円
、

支
援
一
般
で
１
２
６
万
円
、
介
護

一
般
で
３
０
０
万
円
不
足
す
る
こ

と
と
な
る
。
国
保
会
計
の
運
営

維
持
の
た
め
、
医
療
一
般
の
税
率

を
所
得
割
で
前
年
よ
り
1.7
％
上

げ
5.6
％
と
し
、
均
等
割
を
７
５

０
０
円
上
げ
2
万
４
３
０
０
円
、

平
等
割
を
３
０
０
０
円
上
げ
1

万
６
２
０
０
円
と
す
る
。
支
援
一

般
で
は
所
得
割
を
0
・
24
％
下
 

げ
て
1
・
49
％
、
均
等
割
を
６
０

０
円
下
げ
９
０
０
０
円
と
す
る
。

介
護
一
般
で
は
所
得
割
を
0
・
11

％
上
げ
1
・
25
％
、
均
等
割
を

３
０
０
０
円
上
げ
1
万
８
０
０
円

と
し
た
税
率
構
成
に
し
た
結
果
、

一
人
当
た
り
の
負
担
額
は
、
医
療
、

支
援
、
介
護
一
般
分
会
計
で
9

万
３
９
２
９
円
と
な
り
前
年
よ
 

り
２
万
３
３
０
円
の
増
額
と
な
る
。 

　
 
　
主
な
質
疑
 

　
提
出
さ
れ
た
資
料
の
内
容
を

確
認
す
る
質
問
が
多
数
あ
っ
た
。 

●
請
願
第
7
号
 

　
「
30
人
以
下
学
級
の
実
現
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

国
庫
負
担
率
2
分
の
1
復
元
を

は
じ
め
と
す
る
教
育
予
算
」
の

充
実
を
求
め
る
請
願
 

■
審
査
の
結
果
 

「
賛
成
全
員
で
採
択
す
べ
き
も
 

の
と
決
定
」 

　
豊
か
で
行
き
届
い
た
教
育
を

実
現
す
る
た
め
30
人
以
下
学
級

の
実
現
。
読
書
、
健
康
、
食
教

育
の
充
実
等
地
域
に
根
差
し
た

教
育
の
推
進
な
ど
の
教
育
課
題

に
対
応
す
る
た
め
の
通
称
「
義

務
標
準
法
」
の
改
正
。
実
態
を

考
慮
し
た
教
員
加
配
。
義
務
教

育
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
し
、

負
担
割
合
を
3
分
の
1
か
ら
2

分
の
1
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
 

意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と

を
求
め
る
新
潟
県
教
職
員
組
合

南
魚
沼
支
部
か
ら
の
請
願
。 

 　
主
な
質
疑
 

　
…
30
人
以
下
学
級
実
現
の
請

願
は
全
国
的
な
も
の
か
、
地

域
的
な
運
動
か
。 

　
…
全
国
一
斉
の
運
動
で
あ
る
。

今
回
6
回
目
の
請
願
で
あ
る
が
、

実
現
す
る
ま
で
請
願
の
提
出

を
続
け
る
予
定
で
あ
る
。 

●
陳
情
第
2
号
 

　「
非
核
日
本
宣
言
」
を
求
め

る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情
 

■
審
査
の
結
果
 

「
賛
成
全
員
で
採
択
す
べ
き
も
 

の
と
決
定
」 

　
原
水
爆
禁
止
新
潟
県
協
議
会

か
ら
の
陳
情
で
あ
り
、
「
核
兵
 

器
根
絶
の
提
唱
、
促
進
」
と
「
非

核
3
原
則
の
厳
守
」
を
国
連
総

会
や
国
会
な
ど
で
宣
言
し
、
非

核
日
本
宣
言
と
し
て
各
国
政
府

に
通
知
し
、
核
兵
器
の
無
い
世

界
の
た
め
の
共
同
の
努
力
を
呼
 

び
か
け
る
意
見
書
採
択
を
求
め

る
陳
情
。 

スキー場協議会との懇談会（5/28） 


